
令和５年出雲警察署運営指針

子 供 ・ 女 性 ・ 高 齢 者 を 重 点 と し た 安 全 安 心 の 確 保

地域住民、防犯ボランティア、関係機関等との連携を強化し、子供・女性・高齢者を始めと

する全ての市民が安心して暮らせる地域社会の実現を図ります。

凶 悪 な 犯 罪 等 の 検 挙 と 組 織 犯 罪 対 策 の 推 進

殺人・強盗等の凶悪な犯罪や特殊詐欺事件などの早期検挙に努めます。また、暴力団等に対

する集中取締や犯罪収益の剥奪等を推進します。

高 齢 者 を 重 点 と し た 交 通 事 故 防 止 対 策 の 推 進

高齢者の交通死亡事故を始めとした交通事故の総量を抑止するため、交通安全教育や交通街

頭活動等に取り組むとともに、官民が連携した各種施策を推進します。

テ ロ の 未 然 防 止 と 災 害 等 へ の 対 処

テロ、大規模災害等の発生に備え、関係機関等と連携した官民一体の対策を講じるとともに、

実戦的な訓練を重ね、対処能力の向上に努めるなど危機管理を強化します。

安 全 安 心 な サ イ バ ー 空 間 の 確 保

深刻化するサイバー空間の脅威への対応を強化するとともに、多様な主体と手を携え、社会

全体のサイバーセキュリティ向上を目指します。

社 会 の 変 化 に 適 応 す る 警 察 運 営 の 推 進

デジタル化を始めとする社会の変化に適切に対応し、市民の期待と信頼に応える施策を推進

するとともに、総合力を発揮できる組織づくりを推進します。

重 点 目 標

出雲警察署
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市民を守る
強くしなやかな警察
～市民とともに創る日本一治安の良い「いずも」～



《現状》

《課題》

■ ＤＶ・ストーカー・虐待事案に対する迅速・的確な対応
■ 高齢者を重点とした特殊詐欺被害防止対策の推進

現状と課題

１ 人身の安全を確保するための取組の推進１ 人身の安全を確保するための取組の推進

① 人身安全関連事案に対する迅速･的確かつ組織的な対応の推進

② 子供･女性･高齢者の安全を確保するための諸対策の推進

③ 地域住民等に対する適時適切な情報提供

２ 特殊詐欺を始めとした総合的な犯罪抑止対策の推進２ 特殊詐欺を始めとした総合的な犯罪抑止対策の推進

① 騙されないための対策と水際対策による特殊詐欺被害防止対策の推進

② 的確な犯罪情勢の分析による効果的な犯罪抑止対策の推進

③ 防犯ボランティア及び事業者による地域の安全に貢献する取組に対する支援

３ 少年非行防止・保護対策の推進３ 少年非行防止・保護対策の推進

① 「非行少年を生まない社会づくり」の推進

② 児童ポルノ事犯を始めとする悪質性の高い福祉犯取締りの推進

③ 関係機関等と連携した少年の保護対策の推進

４ 社会情勢の変化を捉えた生活経済･環境事犯の取締り及び対策の推進４ 社会情勢の変化を捉えた生活経済･環境事犯の取締り及び対策の推進

① 悪質商法等生活経済事犯の被害拡大防止・早期事件化

② 危険物、環境及び風俗事犯等の取締りの推進

③ 犯行ツール対策の推進

５ 地域警察における街頭活動の強化及び事態対処能力の向上５ 地域警察における街頭活動の強化及び事態対処能力の向上

① 職務質問を始めとする積極的な街頭活動の強化

② 執行力強化のための若手地域警察官の早期育成

③ 初動警察活動の強化

推進事項と主な取組施策

特殊詐欺被害防止広報啓発活動 職務質問技能訓練

資料１

子供･女性･高齢者を重点とした安全安心の確保



凶悪な犯罪等の検挙と組織犯罪対策の推進

現状と課題

資料２

１ 重要犯罪・重要窃盗犯の徹底検挙１ 重要犯罪・重要窃盗犯の徹底検挙

① 殺人・強盗等重要犯罪捜査の徹底

② 侵入盗等重要窃盗犯捜査の徹底

③ 未帰宅・行方不明事案に対する初動捜査の徹底

２ 重要知能犯の徹底検挙２ 重要知能犯の徹底検挙

① 贈収賄事件等構造的不正に着目した捜査の徹底

② 厳正、公平な選挙違反取締りの徹底

③ 金融・企業犯罪等経済的不正に対する捜査の徹底

３ 組織犯罪対策の推進３ 組織犯罪対策の推進

① 総合力を発揮した特殊詐欺事件捜査の徹底

② 六代目山口組傘下組織の集中取締りと暴力団排除活動の推進

③ 薬物・銃器犯罪の取締りと効果的な広報啓発活動の推進

④ 犯罪収益関連犯罪の取締りと犯罪収益剥奪の推進

４ 変化する捜査環境への対応４ 変化する捜査環境への対応

① ち密かつ適正な捜査の推進

② 時代に適応した捜査手法への的確な対応

③ 捜査支援の高度化と科学技術の活用

■ 的確な初動捜査による早期事件検挙
■ 特殊詐欺グループの徹底検挙
■ 暴力団対策の推進
■ 統一地方選挙に対する違反取締り

推進事項と主な取組施策

《現状》

《課題》
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高齢者を重点とした交通事故防止対策の推進

《現状》
発生件数・死者数・重傷者数の推移

《課題》
■ 高齢者が被害者・加害者となる交通事故の抑止

■ 飲酒運転等の悪質危険違反の撲滅

■ 交差点の交通事故防止

【交通事故発生状況（令和４年11月末】※概数

◇ 発生件数・・・・・208件

◇ 死者数・・・・・・２人

◇ 重傷者数・・・・・61人

現状と課題

交通安全教育

資料３

１ 交通安全教育・広報啓発活動の推進１ 交通安全教育・広報啓発活動の推進

① 高齢者の交通事故抑止に向けた取組

② 自動車運転者の安全運転に向けた取組

③ 歩行者及び自転車利用者の安全確保に向けた取組

２ 交通街頭活動及び交通捜査の強化２ 交通街頭活動及び交通捜査の強化

① 地域の実情に応じた効果的な交通街頭活動

② 悪質・危険・迷惑性の高い違反に対する指導取締り

③ 適正かつ緻密な交通捜査及び組織的な被害者支援

３ 安全で円滑な交通環境の整備３ 安全で円滑な交通環境の整備

① 生活道路等における交通安全対策

② 交通情勢の変化に適応した的確な交通安全対策

③ 交通安全施設の効果的かつ効率的な整備と適正な維持管理

４ 運転免許行政の円滑な運用４ 運転免許行政の円滑な運用

① 高齢者等対象に応じた安全運転対策

② 迅速な行政処分による悪質・危険運転者の早期排除

③ 関係機関・団体と連携した免許返納に係る支援対策

交通街頭活動

推進事項と主な取組施策
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テ ロ の 未 然 防 止 と 災 害 等 へ の 対 処

現状と課題

資料４

１ G７広島サミットの開催等、情勢を踏まえた警備諸対策の推進１ G７広島サミットの開催等、情勢を踏まえた警備諸対策の推進

① 情勢の変化に的確に対応した警護の徹底と強化

② G７広島サミット、「竹島の日」等における総合力を発揮した警備諸対策の推進

③ 経済安全保障の推進と対日有害活動への厳正な対処

２ テロの未然防止対策の推進２ テロの未然防止対策の推進

① テロ等関連情報の収集・分析、官民一体となったテロ対策の推進

② テロ対処能力向上に向けた各種訓練等の推進

③ 出雲空港等重要施設に対する警戒警備の徹底

３ 大規模災害を始めとする緊急事態への的確な対処３ 大規模災害を始めとする緊急事態への的確な対処

① 災害発生状況等を踏まえた危機管理体制の充実

② 関係機関と緊密に連携した各種対策の推進

③ 緊急事態発生時における迅速・的確な警察活動の展開

推進事項と主な取組施策

災害発生に備えた関係機関との合同訓練警護訓練

《現状》
■ 国際秩序の変化や社会構造の変容等に伴う治安
情勢への影響が懸念
■ イスラム過激派思想に影響を受けたテロ事件が
発生するとともに、G7広島サミットの開催を控
え、我が国におけるテロの脅威は継続
■ 情報流出など産学官に対する対日有害活動が活
発化
■ 全国的に激甚化・頻発化する災害を懸念

《課題》
■ 情勢に応じた警護の実施等、的確な警備
諸対策の推進
■ テロの標的となり得る施設等の警戒警備

と各種対策の推進

■ 技術情報流出防止を始めとした経済安全

保障に関する取組の強化

■ 大規模災害等緊急事態発生に備えた危機

管理体制の強化

経済安全保障に関する取組



《現状》

《課題》

現状と課題

１ 体制及び人的・物的基盤の強化１ 体制及び人的・物的基盤の強化

① 優秀な人材の確保及び育成と職員全体の対処能力の向上

② 資機材の充実強化

③ 警察における情報セキュリティの確保等

２ 実態把握と社会変化への適応力の強化等２ 実態把握と社会変化への適応力の強化等

① 通報・相談への対応強化による実態把握の推進

② 実態解明と実効的な対策の推進

③ 国際連携の推進

３ 部門間連携の推進３ 部門間連携の推進

① 事案認知における部門間連携

② 捜査における部門間連携

③ 被害防止対策における部門間連携

４ 官民連携の推進４ 官民連携の推進

① 産学官の知見を活用した対策の推進

② 民間事業者等における自主的な被害防止対策の促進

③ 民間事業者等と連携した犯罪インフラ対策の推進

④ 地域において活動する多様な主体との連携

推進事項と主な取組施策

〇 デジタル化等の進展により、サイバー空間が全県
民が参画する公共空間へと進化

〇 国内医療機関等におけるランサムウェア感染被害
が発生し国民生活への影響が深刻化

〇 SMS等を利用して偽サイトに誘導し、個人情報
等を窃取するフィッシングが日常的に発生
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サイバー関連相談件数（県内）

〇 専門人材の確保等を始めとしたサイバー事案への対処体制の更なる充実強化

〇 部門一体となったサイバー事案に対する厳正な取締りと被害防止対策の推進

〇 効果的な広報啓発活動による県民・事業者等の自主的な被害防止対策の促進

〇 関係機関・団体、ボランティア等と連携した被害防止対策の更なる推進

資料５

安 全 安 心 な サ イ バ ー 空 間 の 確 保



実践的総合訓練の実施

社会の変化に適応する警察運営の推進

１ 市民の期待と信頼に応える施策の推進１ 市民の期待と信頼に応える施策の推進

① 市民の声への適切な対応

② 適正な業務遂行の推進

③ 犯罪被害者等へのきめ細やかな支援

④ 市民と警察をつなぐ広報活動の推進

２ 活力に満ちた職場環境の創出２ 活力に満ちた職場環境の創出

① 職員が働きやすい職場環境の充実

② 業務の合理化・効率化

③ 厳正な規律と連帯感のある職場環境の構築

④ 総合的な福利厚生施策

３ 将来を見据えた人的・物的基盤の強化３ 将来を見据えた人的・物的基盤の強化

① 優秀な人材の確保

② 執行力を維持するための人材育成

③ 警察業務のデジタル化とセキュリティ対策の推進

④ 警察施設と装備資機材の計画的な整備

現状と課題

推進事項と主な取組施策

資料６

犯罪被害者支援への理解・関心を
深めるための広報啓発活動

《現状》
■ 社会構造の変化による警察に対する市民の
ニーズの多様化

■ 仕事と生活の両立に向けた、多様な働き方
に対する社会的要請の高まり

■ サイバー空間の利用拡大、複雑多様化する
犯罪や新たな脅威の発生

《課題》
■ 市民の声の的確な把握とこれを反映した警察
活動の展開

■ ワークライフバランスの推進や業務改善等に
による魅力ある職場づくり

■ 先端技術の活用や人材育成等による組織力の
強化

男性職員の育児参加促進等
職員が働きやすい職場環境の充実


